
年が
きむなさきに寄せて

年が明けて既に２月の節分も終わり、立春も過ぎ、春一番も吹きました。

梅の香が訪れを感じさせてくれます。季節は着実に春に向かっています。

昨年からの新型コロナウィルス感染症拡大の影響で埼玉県は感染者の数も多く、東京都

を含めた一都三県で緊急事態宣言が発令され未だ解除になっていません。また、変異型の

ウイルスも入っていて市中感染の疑いがあるという事です。当施設では幸いなことに感染

者は出ていません。その日が来ない事を願っています。利用者の皆様・ご家族の皆様には

引き続き面会に関してご迷惑をお掛けすることになりますが、ご協力をお願い致します。

皆様からのご意見やご希望がございましたら何なりとご連絡・ご相談下さい。

ご家族の皆様、利用者様、そして職員全員が感染することなく、新型コロナウイルス感

染蔓延が早く収束することを祈っております。

きむなさき

施設長 遠井美智子

『きむなさき』とは、沖縄地方の方言で

『思いやりの心』という意味です
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特別養護老人ホームさくら苑だより

今年は、新型コロナウイルス感染症流行の為、神社への初詣

は叶いませんでしたが、苑内に設けた手作りの神社で初詣気

分を楽しんで頂きました。ほぼ全員の方にご参加いただけま

した。可愛らしい獅子舞人形は、口の中にお賽銭を入れると

踊りだす仕掛けになっていて、突然始まる踊りと音楽に驚か

れる方もいらっしゃいました。

皆さんの今年の願い事は何でしょうか？



１月・２月生まれの皆さま

黒ひげ危機一髪ゲーム！！ハラハラドキドキ、黒ひげ君人形が飛び出して大笑い。

苑内喫茶では、皆さん美味しそうに召し上がっていらっしゃいました。

今年は124年振りの２月2日

の節分だったそうです。鬼

へ向かって玉を投げ、当て

て大笑い。みなさんに楽し

んでご参加いただき、笑顔

がたくさん見られました。


